
第２回「とよあけ未来カイギ」を開催しました！ 
～ 第２回 とよあけ未来カイギ 開催レポート ～ 

20２４年 10 月 1９日（土）9 時半～正午、豊明市役所にて第２回「とよあけ未来カイギ」を開催しました。 

この会議は、将来のまちづくりの方針を定める第６次総合計画策定にあたり、豊明市のまちづくりを市民の皆

さんと一緒に考える機会として、２０２４年９月から 11 月にかけて全３回開催しています。第２回となる今回は、豊

明市の「将来都市像」や「めざすまちの姿」等について、意見交換を行いました。 

以下、第２回の様子をご紹介します。 

 

■第２回は 19 人が参加！今回からの新規参加者も数名 

今回は 19 名の方にご参加いただきました。第１回から引き続き参加

した方が 13 名、またその方たちの紹介などで新しく参加いただいた方

が 6 名いらっしゃいました。今回も親子連れでの参加をはじめ、10 代

から 80 代までの幅広いメンバーでの話し合いとなりました。 

今回の目的はめざすまちの姿の検討であるため、冒頭では市からの

あいさつと一緒に、第１回のふりかえりとこれまでの総合計画について

の説明を行いました。 
 

■豊明市の将来都市像を考えよう！ 

最初は、新しい総合計画の将来都市像を考えるための話し合いをし

ました。これまで「市民意識調査」や「各種グループインタビュー」等を通

じて、豊明市が目指す将来都市像に関するご意見を伺ってきました。そ

の結果も見ながら、参加者の皆さんにも事前に考えてきたり、周りにイ

ンタビューしたりして持ち寄った「豊明市がこうあってほしい」というキ

ーワードを４つ記入し、発表し合いました。 

そのあと各グループで、よく似たキーワードをまとめるなど整理して

参加者の皆さんが大事にしていることを“見える化”しました。 

様々な角度からのご意見がありましたが、「安全・安心に暮らせる」

「元気や笑顔、にぎわいなどエネルギーを感じること」「世代や立場を越

えて、つながり・支え合うこと」などは多くのグループで共感を得ていま

した。 
 

■グループワークに向けて施策体系案の検討経過を報告  

 

次のグループワークに先立ち、市から現在検討中の施策体系

の検討経過と現時点での案の説明がありました。 

合わせて、意見交換の参考となる情報として、これまでに実

施した各種調査の結果概要を共有しました。 

各種調査の結果から出た市民課題解決に向けて、これから

市が特に力を入れて取り組む分野が紹介されました。 

 

後半は、現時点での施策体系（案）それぞれについて、めざすまちの姿を検討するグループワークを行いました。 

グループワークでは、まず取り組みのアイデアを出し合い、意見交換・整理をしたのち、めざすまちの姿につな

がるキーワードを出し合うという手順で進めました。 

■めざすまちの姿を考えよう！【育み・学び 分野】 

【取組アイデア】 

グループ 意見概要（抜粋） 

Ａ 

○ 保育園で朝食を提供し、通勤先が市外の共働き世帯でも豊明

市に住み続けられるようにする 

○ 一時的な預かり場所をつくる 

Ｂ 
○ 子育ての悩みや思いを気軽に話し合える場をつくる 

○ 夏休み等の長期休暇時保育 

Ｃ 

○ “ここに行けば、いろいろなつながりをもてる”子どもの居場

所づくり（体験、イベント、相談、ショッピングなど）をする 

○ 保育園の情報集約化（HP で一目見て分かる） 

Ｄ 
○ 不登校の子どもが昼間に安全にいられる場所をつくる 

○ スクールバスのような、子どもの習い事の送り迎えをする 

【めざすまちの姿（キーワード・抜粋）】 

  共働き世帯がいきいき 

  子どもも親も豊かに暮らせる 

  取りこぼさない、支援の循環 

  遊びながら学べる場づくり 
 

■めざすまちの姿を考えよう！【支え合い 分野】 

【取組アイデア】 

グループ 意見概要（抜粋） 

Ａ 

○ 孤立しがちなひとり世帯でも参加できるようなイベント企画

をしてつながりをつくる 

○ オンライン診療の推進 

Ｂ 

○ 病気のある人も、障害のある人も一緒に支え合う地域づくり

に取り組む 

○ 図書館機能の充実、カフェや学習ルーム併設の図書館にする 

Ｃ 

○ 乳児からシニアまで行政のサポートが一目でわかるガイドブッ

クをつくる 

○ 高齢者へのお宅訪問や見守り訪問 

Ｄ 

○ 卓球、ボッチャなど、多くの市民が参加できる様々なスポーツ

を大会として企画・運営する 

○ 障がい者と子どもが交流し、理解を深める 

【めざすまちの姿（キーワード・抜粋）】 

  1 人でも安心して暮らせる 

  高齢者や障がい者の心によりそうまち 

  活動的、外出、行動 

  スポーツ人口の増加 
 
■最後に継続的な協力をお願い 

閉会にあたり、この会議は、豊明市の将来のまちづくりのための貴重な議論の場であること、第３回では引き

続き、めざすまちの姿を検討しつつ、今後のまちづくりについて取りまとめをするため、ご参加・ご協力いただく

ことをお願いしました。 


